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オペレーター操作支援システム

技術レポート 資料番号 C005

このような場面に活用できます

工場などのプラントの操業において、次のような問題が生じることがあります。

・オペレーターの操作ミスにより、操業が停止してしまった。

・オペレーターが未熟のため、生産効率が悪い。

このような事例において、生産性の向上や歩留まりの向上を図るため、当社では

現場オペレーターに対する「操作支援システム」の導入を推奨しております。

機器の操作が複雑なため、操作ミスが発生しやすい。

オペレーターの熟練度により、作業時間や品質が異なる。

操作マニュアルはあるが、あまり活用されていない。

初心者へのオペレーション教育が大変である。

オペレーターが高齢者のため、わかりやすい操作手順を明示したい。

１ パソコン画面上に操作手順を表示し、現場の状況に合わせて操作ガイダンスを行います。

２

３

４

操作を行う必要な条件を満たした場合に、操作タイミングのメッセージを通知し、

オペレーターへ知らせます。

異常発生時に復旧を行うための作業内容を写真とともに表示し、異常復旧ガイダンスを

行います。

部品取り付けなどの作業を行う際、部品の取得場所の表示灯を点灯することにより、

操作ミスを防止します。

手作業の現場にわかりやすい指示を入れたい。

特徴



操作支援機能

操作ガイダンス機能

操作タイミング通知機能

画面の左側に「操作を行う手順」と

説明文を表示

操作が完了した手順は見え消しで表示

操作対象の設備や操作モードの

切り替えが可能

操作を行うタイミングに速報として

メッセージを表示

表示タイミングで音声を再生することも可能

現在の操作が必要な項目を一覧表示

画面の右側に操作手順に沿った盤面や

画面などの「イラスト」を表示し、

左側の説明文と照合した番号を明示



操作支援機能

異常復旧ガイダンス機能

発生中の異常項目を選択

該当する対策項目を選択

異常項目／対策項目に

関する対策方法の説明と

写真画像を表示

ピッキングミス防止のためのガイダンス機能

バーコードで読み込んだ製品に対する

部品取得場所の表示灯を点灯

バーコードで読み込んだ製品に対する

部品取得場所の表示灯を点灯

※本システムは、定修時期に合わせ

Step1～3の3段階に分けて

納入しました。

質問に答えることで

対策項目の絞込みが可能



『品質を守る』、『工程を守る』を基本方針として、プロジェクト推進体制をとっています。

法令・規則の遵守はもとより、お客様の現在および将来のニーズを理解して要求事項を満たし、期待に応えます。

マネジメントシステムの運用によって得られる品質が継続的に改善されるように努力を続けます。

※詳細については、資料番号A002 『品質管理手法』をご参照ください。

■ ハードウェア

1） パソコン本体（必須）

2） モニター

3） UPS

4） 通信機器

5） PLC

■ ソフトウェア

1） 基本設計 ： システム全体の機能、要求仕様、運転方案の作成

2） 製作設計（必須）： 監視画面の製作設計、個別機能の詳細設計

3） ソフトウェア製作／テスト（必須）

■ 試運転調整（必須）

■ オペレーターへの操作説明

■ ドキュメント一式

標準納入範囲

お見積りをご希望の方は、「こんなことがやりたい」「このシステム更新したい」などのご要望を

ご連絡ください。お客様からの要求仕様を実現可能なシステムとしてご提案させていただきます。

品質管理

お見積り

〒802-0077 福岡県北九州市小倉北区馬借2-6-6

第一中央ビル2階

TEL 093-512-6360 FAX 093-512-6325 URL www.ohnest.jp
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